
【座間市のお知らせ】� №741 市の人口●128,837人�
世　帯　数●53,577世帯�
（平成17年７月１日現在）�

8.1
広報�

●第2弾の特産品・推奨品を募集（2面）�
●みんなの健康（3面）�
●進めます！行政改革（4・5面）�
●ざまインフォメーション（6・7面）�
●森づくりボランティア募集（8面）�

古紙配合率100%再生�
紙を使用しています�

Trademark American Soybean Association�

大豆油インクを使用しています�
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※ひまわり広場や周辺には駐車場はありません。ご来
場には電車・バスをご利用ください。路上駐車や農地
への車の乗り入れはご遠慮ください。 
※ひまわり広場内は日影が少ないので、帽子をかぶる
など日よけ対策を忘れずに。 
※開花時期は天候によって前後します。 

ヒマワリの開花状況やイベント情報など、詳しくは 

ひまわり推進協議会ホームページ
http://www5c.biglobe.ne.jp/̃za-hima/  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　を見てね！ 
皆さんひまわり広場に遊びに来てね！ 

ひまわり�
イメージキャラクター�
　　　　「サン」�

ひまわり�
イメージキャラクター�
　　　　「サン」�

　太陽に向かって元気いっぱいに大輪の花を咲かせるヒマワリは、座間の
夏の風物詩です。�
　「かながわ花の名所100選」にも選ばれている座間の「ひまわり畑」で
は、ヒマワリの景色をのんびりと眺めて楽しむ人や、思い思いのアングル
で写真撮影を楽しむ人など、毎年たくさんの方が訪れます。�
　今年も、燦々と降り注ぐ太陽の下、55万本のヒマワリが座間の夏を彩り
ます。皆さんもさまざまな楽しみ方で、座間のヒマワリをご覧ください。�
担当　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ひまわり推進協議会事務局�

（JAさがみ座間営農センター内）�046（251）0011�
市農政課　�046（252）7601　�046（252）7616
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国
が
実
施
し
て
い
る
、
厚
木

基
地
周
辺
の
住
宅
防
音
工
事
対

象
区
域
（
第
一
種
区
域
）
が
、

二
十
年
ぶ
り
に
見
直
さ
れ
る
こ

と
が
周
辺
自
治
体
に
示
さ
れ
ま

し
た
。

国
は
、
夜
間
連
続
離
着
陸
訓

練
（
Ｎ
Ｌ
Ｐ
）
の
大
部
分
が
硫

黄
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で
実
施
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れ
る
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ど
、
航
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機
の
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音
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に
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る
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か
ら
騒
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そ
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市内の事業所に勤務する優良な技能者・従業員で、その事業主や団体から推薦された方のうち、
選考会が選考した方を市が表彰します。概要は次のとおりです。詳しくは、担当および各出張所
に備え付けの要綱をご覧ください。
○表彰条件　▽技能功労者表彰＝①技能職として同一職業に30年以上従事し、年齢55歳以上の方
②優れた技能を持ち、他の模範となっている方③後進の指導育成などによって業界の発展に尽
くした方▽優良技能者表彰＝①技能職として同一職業に10年以上従事している方②優良技能者
にふさわしい優れた技能を持ち、他の模範となっている方▽優良従業員表彰＝①市内事業所に
勤務する従業員で勤続年数が10年以上の方②人物、実績が優秀で他の従業員の模範となり、推
薦者が表彰に値すると認める方。ただし、家族従業員を除く

○表彰の基準日　９月1日
○応募方法　担当および各出張所に備え付けの「技能功労者等及び優良従業員推薦調書」に事業
所、団体などが必要事項を記入の上、８月２日（火）～22日（月）に担当に提出（郵送可）

○選考結果　推薦した事業所、団体に通知
○表彰人数　若干名
○表彰日　10月下旬予定
担当 商工観光課 �046（252）7604 �046（255）3550

悪質な住宅リフォーム工事のトラブルが新聞やテレビなどで報道され話題になっており、市にも同
様の相談がきています。「無料で点検します」「近所で工事をしていて、気になったので見てあげまし
ょう」などと訪問し、床下や屋根などを見た後「床下がひどい湿気で腐っている」「地震がきたら壊
れる」などと言って不安を誘い、工事の契約をさせようとします。契約はその場でしないで、家族や
専門家などに相談するようにしましょう。契約を急がせる業者や簡単な見積もりしか出さない業者は
要注意です。困ったときには、以下の相談先に早めにご相談ください。
★座間市（消費生活相談）
○と　き　毎週月曜～金曜日午前９時30分～午後３時30分
○連絡先　�046（252）8490（直通電話）
★神奈川県（土曜・日曜日相談）
○と　き　毎週土曜・日曜日午前10時～午後４時
○連絡先　�045（314）5586
担当 広聴相談課　�046（252）8218 �046（252）0220

市原水爆禁止協議会では、８月を「市原水爆禁止募金運動月間」と定め、各種運動を展開します。
主な内容は、自治会や事業所などの協力による原水爆禁止に向けた募金活動や核保有国への「核兵器
廃絶平和を求める声明文」の送付、市内在住で今なお被爆の後遺症に苦しむ方への見舞金の贈呈、広
島市、長崎市と両市の原爆病院への援護金の送付などです。このほか、８月９日（火）には駅などで
街頭募金を実施しますので、皆さんの温かいご協力をお願いします。

原爆が投下された日時に合わせて、市内の神社や寺院の鐘が一斉に鳴らされます。原爆犠牲者の冥
福と恒久平和を祈り、家庭や職場で黙祷をささげましょう。
◇広島　８月６日（土）午前８時15分
◇長崎　８月９日（火）午前11時２分
また、８月15日（月）は、終戦記念日です。戦没者を追悼し平和を祈念するため、正午に１分間の

黙祷をささげましょう。

【市民映画会】
○と　き　８月11日（木）①午後１時30分～（午後１時開場）②午後６時～（午後５時30分開場）
○ところ　ハーモニーホール座間（市民文化会館）小ホール
○内　容　映画「父と暮せば」（宮沢りえ主演）上映
○定　員　各300人（先着順）
○入　場　無料（当日直接会場へ）
【平和と被爆ポスター展】
○と　き　①８月５日（金）～12日（金）午前９時～午後５時（５日は午後１時から。月曜日を除く）
②８月15日（月）～26日（金）午前８時30分～午後５時（土曜・日曜日を除く）

○ところ　①ハーモニーホール座間（市民文化会館）１階ギャラリー②市役所１階市民ホール
担当 市民人権課 �046（252）8087 �046（255）3550

市特産品等認定協議会では、平成16年度に制定した市
特産品等認定要綱に基づき、第２弾の特産品・推奨品を
募集します。
詳しくは、市商工会にお問い合わせください。

【特産品】市内において加工もしくは製造された産品お
よび農産物の一次製品で、郷土色を生かした本市を代表
する特に品質が優れた物。（今回は１店舗１品目）
【推奨品】市内において加工もしくは製造された産品の
うち、本市の特色を生かした物で、品質が優れて将来性
があり、特産品に準ずる物。（今回は１店舗２品目以内）
○申請期間　８月２日（火）～22日（月）
○申請方法　所定の申請書に対象産品３個（同一品。市
場で６カ月以上販売されていること）と申請料（１品
目1,000円）を添えて、市商工会に持参

○決定通知　認定審査委員会が基準に基づいて審査し、
その結果の適否を認定協議会で決定して申請者に通知

○新規認定料　１品目5,000円
○認定証　後日通知する認証式で交付（認定シールは有
料で交付予定）

○事務局　市商工会　�046（251）1040 �046（254）2220
担当 商工観光課　�046（252）7604 �046（255）3550

このたび相模川グラウンドを拡張し、サッカー、少年
野球などに利用できるグラウンド２面と硬式・準硬式野
球練習専用グラウンド（打撃練習不可）１面が８月１日
から新たに利用できるようになりました。申し込みは利
用日の１カ月前から担当窓口で随時受け付けます（月曜
～金曜日午前９時～午後５時）。なお、既存のA・Bグラ
ウンドは従来どおり、インターネット予約システムでお
申し込みください。

担当 スポーツ課
�046（252）8162 �046（252）4311
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▽とき＝８月22日（月）午前10時～11時30分▽とこ
ろ＝市民健康センター▽内容＝新しい友達をつくりた
い保護者のための教室。赤ちゃんと楽しく遊ぶ▽対
象＝生後３カ月～４カ月児とその保護者▽定員＝先着
30人▽持ち物＝母子健康手帳、バスタオル▽申込方
法＝電話予約

▽とき＝８月19日（金）午前９時～正午▽ところ＝市
民健康センター▽内容＝乳幼児期の運動発達面での心
配についての理学療法士による相談▽対象＝生後４カ
月～１歳６カ月児▽申込方法＝電話予約

▽とき＝８月５日（金）午前９時30分～10時30分受け
付け▽ところ＝市公民館▽内容＝身体測定と食事・発
育状態・しつけの相談▽持ち物＝母子健康手帳▽申込
方法＝直接会場へ

▽とき＝８月23日（火）午後１時～２時▽ところ＝市
民健康センター▽対象＝平成17年４月生まれ
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保�予�保健医療課�

予救急診療　　※電話をかける場合は番号をお確かめの上、お間違えのないように！

保なかよしベビークラス
市では、指定医療機関を定め、無料で健康診査を実

施しています。対象者には個人通知をしますので、あ
らかじめ医療機関に電話連絡の上、母子健康手帳をお
持ちになり受診してください。

◆内科▽ところ＝指定医療機関▽対象＝平成16年１月
生まれ◆歯科▽とき＝８月10日、17日いずれも水曜日
午前９時30分～10時30分▽ところ＝市民健康センター
▽対象＝平成15年12月生まれ

▽とき＝８月24日（水）午後１時～２時受け付け▽と
ころ＝市民健康センター▽内容＝歯科健診、予防処置
や育児相談など（予防処置は希望者のみで有料）▽対
象＝平成15年７月生まれ▽持ち物＝母子健康手帳、歯
ブラシ▽申込方法＝直接会場へ（事前通知はありませ
ん）

▽とき＝８月９日（火）午後１時～２時受け付け▽と
ころ＝市民健康センター▽対象＝平成14年２月生まれ
▽持ち物＝母子健康手帳

▽ところ＝市民健康センター▽対象＝初めて出産する
妊娠20週から31週までの方とその
夫▽受講料＝500円（テキスト代）
▽持ち物＝母子健康手帳、筆記用
具▽申込方法＝８月15日（月）ま
でに電話で担当へ

▽とき＝８月15日（月）午前９時30分～10時30分受け
付け▽ところ＝市民健康センター▽内容＝身体測定、
尿検査、血圧測定、体脂肪測定と相談▽持ち物＝健康
手帳▽申込方法＝直接会場へ

保発達相談

保育児相談

保４カ月児健康診査

保８～10カ月児健康診査

保１歳６カ月児健康診査

保２歳児歯科健康診査

保３歳６カ月児健康診査

保母親父親教室
と　き� 内　容�

８月22日（月）�

８月27日（土）�

８月31日（水）�

９月３日（土）�

栄養の話、妊娠中の生活、�
赤ちゃんとの触れ合い体験�

産後の過ごし方と赤ちゃん�
の世話�

歯の話、妊婦体操、お産の�
流れと呼吸法�

午前９時15分�
　～正午�

午前９時30分�
　～11時30分�

赤ちゃんの沐浴、妊婦疑似�
体験、これからに向けて�

もくよく�

保健康相談

○と　き　８月８日（月）午前９時～正午、18日（木）午後１時30分～４
時30分

○ところ　市民健康センター（自宅などに訪問可）
○内　容　ことばの問題全般についての言語聴覚士による相談
○対　象　乳幼児～成人
○申込方法　電話で担当へ
担当 障害福祉課

�046（252）7132 �046（252）7043

● ● ● こ と ば の 相 談 ● ● ●

市には犬のふんの放置や
放し飼い、捨て犬、捨て猫
など、依然としてペットに
関する苦情が数多く寄せら
れています。
ごく一部の飼い主の道徳意識の欠如が、地域の

皆さんに多大な迷惑を掛けています。ペットの飼
い主やこれから飼い主となる方は、動物の本能や
習性を十分に理解した適正な飼育を心掛けるとと
もに、特に次のことを必ず守ってください。
○犬を散歩させるときは引き綱を付け、必ずふん
の始末をする。

○犬の鑑札は必ず付け、狂犬病予防注射を毎年受
ける。

○犬は放し飼いにしない。
○ペットは愛情を持って最後まで飼育する。
担当 保健医療課

�046（252）7213 �046（252）7043

 日 月 火 水 木 金 土�  日 月 火 水 木 金 土�

市立�

清川自然の村�
バンガロー予約状況�

７月25日現在�

バンガロー使用料金表�

区分� 使　用　料（１泊）�
座間市民・清川村民� その他�

４人用�
５  〃�
６  〃�
７  〃�

1,６８０円�
２,１００円�
２,５２０円�
２,９４０円�

２,５２０円�
３,１５０円�
３,７８０円�
４,４１０円�

※上記の金額には、消費税が含まれています。�
○空室あり　△一部空室あり　×満室　■受付終了�

 　 １ ２ ３ ４ ５ ６�

７ ８ ９ 10 11 12 13�

14 15 16 17 18 19 20�

21 22 23 24 25 26 27�

28 29 30 31

８
月�

 　 　 　 　 １ ２ ３�

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10�

11 12 13 14 15 16 17�

18 19 20 21 22 23 24�

 25 26 27 28 29 30

９
月�

※申し込みは１週間前までに。�
※車でのご来場の際は、市駐車場をご利用ください。� 担当　青少年課 �０４６（２５３）８４１５  �０４６（２５９）２１６３�

　 　 　 　 　 　 　�

 　 △ × △ ○ △ ×�

× × △ ○ ○ △ ×�

△ ○ ○ ○ ○ ○ ×�

○ ○ ○ ○�

　 　 　 　 ○ ○ ○�

○ ○ ○ ○ △ ○ ○�

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○�

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○�

○ ○ ○ ○ ○ ○�

○と　き　８月27日(土)午前９時30分～11時30分
○ところ　スカイアリーナ座間（市民体育館）大体育室
○対　象　市内在住・在勤・在学者
○定　員　50人（先着順）
○持ち物　室内用運動靴、筆記用具
○申込方法　８月26日（金）までに直接または電話、ファクス、
電子メールで担当へ
※定員に満たない場合は、当日も受け付けます。

担当 健康づくり課 �046（252）7995 �046（255）3550
電子メール healthy@city.zama.kanagawa.jp

○と　き　９月17日（土）午前10時～11時30分
（午前９時30分開場）

○ところ　スカイアリーナ座間（市民体育館）武道室
○内　容　肩こりの解消法と予防のための実技講座
○対　象　18歳以上
○定　員　50人（先着順）
○受講料　500円
○持ち物　動きやすい服装、タオル、バスタオル
○申込方法　９月16日（金）までに電話または受講料を添えて直接担当へ
※現金の取扱いは午後５時まで。電話予約の場合は、申し込み後１週間以内に
手続きを。

担当 市民体育館 �046（255）0077 �046（255）1188

迷惑です！ ふん公害 
 守ってほしいペットマナー 
迷惑です！ ふん公害 
 守ってほしいペットマナー 
迷惑です！ ふん公害 
 守ってほしいペットマナー 
迷惑です！ ふん公害 
 守ってほしいペットマナー 
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こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
今
後
と
も
、
こ
の
情
勢
は

残
念
な
が
ら
当
面
続
く
と
予
測

さ
れ
ま
す
。

（
３
）
職
員
数

○
職
員
実
数
の
最
高
数
値
（
平

成
七
年
度
）
と
現
在
の
職
員
実

数
（
平
成
十
七
年
度
）
の
比
較

民
間
委
託
な
ど
の
検
討
・
推

進
に
よ
り
、
今
後
も
さ
ら
に
職

員
の
適
正
配
置
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

（
４
）
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
・
市

民
意
識
調
査
結
果

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
（
平
成
十

六
年
十
月
実
施
）
お
よ
び
市
民

意
識
調
査
（
平
成
十
六
年
十
二

月
実
施
）
の
総
合
的
意
見
と
し

て
、
満
足
度
が
高
い
事
業
で
は

「
上
水
道
事
業
の
推
進
」「
市
民

文
化
の
向
上
」「
消
防
対
策
の

推
進
」、
満
足
度
が
低
い
事
業

で
は
「
基
地
対
策
の
推
進
」

「
道
路
網
の
整
備
」「
防
犯
体
制

の
充
実
」
「
市
街
地
の
形
成
」

と
い
う
調
査
結
果
と
な
っ
て
い

ま
す
。
今
後
も
市
民
満
足
度
の

向
上
に
努
め
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

地
方
分
権
の
自
主
・
自
立
お

よ
び
自
己
決
定
権
の
高
ま
る
中

で
、
公
平
性
、
透
明
性
の
向
上

に
努
め
、
十
分
な
市
民
へ
の
説

明
責
任
を
果
た
す
と
と
も
に
、

市
民
の
協
力
と
理
解
を
得
て
一

層
の
行
政
改
革
に
努
め
、
併
せ

て
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
し

進
め
、行
財
政
運
営
を
効
率
的
、

効
果
的
に
推
進
す
る
こ
と
を
基

本
姿
勢
と
し
ま
す
。

国
の
三
位
一
体
改
革
を
は
じ

め
と
す
る
地
方
分
権
推
進
の

下
、
今
後
も
続
く
と
予
想
さ
れ

る
社
会
経
済
の
混
迷
、
少
子
高

齢
社
会
に
よ
る
地
域
の
担
い
手

が
減
少
し
、
地
域
全
体
の
活
力

が
低
下
す
る
と
と
も
に
、
生
産

年
齢
人
口
の
減
少
に
よ
り
税
収

が
落
ち
込
む
半
面
、
高
齢
化
に

よ
る
福
祉
な
ど
の
行
政
需
要
が

増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、

財
政
へ
の
圧
迫
な
ど
が
見
込
ま

れ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
将
来

を
見
据
え
た
市
政
の
継
続
的
発

展
を
支
え
る
た
め
、
行
政
評
価

（
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
）
に
よ
る
費
用
対

効
果
を
基
本
と
し
て
コ
ス
ト
主

義
に
徹
し
、
事
務
事
業
の
見
直

し
を
行
い
、
歳
出
全
般
の
効
率

化
と
財
源
配
分
の
重
点
化
に
よ

り
、
一
層
効
率
的
な
行
財
政
運

営
を
推
進
し
ま
す
。

そ
れ
に
は
、
行
政
と
共
に
手

を
携
え
て
い
た
だ
く
市
民
の
協

力
と
理
解
が
不
可
欠
で
あ
り
、

市
民
が
行
政
を
一
層
身
近
に
感

じ
、
市
民
が
信
頼
す
る
市
政
を

目
指
す
と
と
も
に
、
市
政
の
情

報
を
積
極
的
か
つ
分
か
り
や
す

い
内
容
を
も
っ
て
提
供
し
、
十

分
な
説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と

に
よ
っ
て
各
分
野
へ
の
市
民
参

加
を
得
な
が
ら
市
政
を
共
に
考

え
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
と
信

頼
あ
る
行
政
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が

こ
の
厳
し
い
財
政
の
現
況
を
認

識
し
、
緊
張
感
と
危
機
感
を
持

つ
と
と
も
に
目
的
・
目
標
に
向

か
い
職
務
を
遂
行
し
、
よ
り
よ

い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
目

（
１
）
人
口

○
人
口
と
高
齢
化
率

高
齢
化
率
は
、
一
般
的
に
人

口
の
一
四
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え

る
と
高
齢
社
会
と
い
わ
れ
、
本

市
は
、
全
国
、
県
内
か
ら
見
て

も
若
い
世
代
の
割
合
が
高
い
市

と
い
え
ま
す
。
し
か
し
、
高
齢

化
の
加
速
化
は
明
ら
か
で
、
平

成
二
十
二
年
に
は
十
七
・
八
パ

ー
セ
ン
ト
と
推
計
さ
れ
、
こ
れ

以
降
も
こ
の
よ
う
な
傾
向
の
人

口
形
態
が
続
く
と
想
定
さ
れ
ま

す
。（
第
三
次
座
間
市
総
合
計

画
後
期
基
本
計
画
よ
り
）

（
２
）
財
政

国
、
地
方
財
政
が
厳
し
い
現

況
に
あ
る
中
、
本
市
も
例
外
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
財
政
の
柔
軟

性
、
硬
直
化
を
示
す
指
標
の

「
経
常
収
支
比
率
」
は
、
平
成

十
六
年
度
に
は
、
義
務
的
経
費

の
人
件
費
、
公
債
費
が
減
少
し

た
も
の
の
扶
助
費
の
増
加
に
よ

り
、
九
〇
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
と

な
り
、
財
政
構
造
が
厳
し
い
現

状
に
あ
り
ま
す
。
自
主
財
源
で

あ
る
市
税
な
ど
の
歳
入
も
厳
し

い
現
状
に
あ
る
中
で
、
今
日
ま

で
市
債
の
発
行
抑
制
や
人
件
費

の
削
減
、
公
債
費
の
償
還
な
ど

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、

さ
ら
に
義
務
的
経
費
の
減
少
へ

向
け
て
最
大
限
の
努
力
を
す
る

「
協
働
」
と
い
う
言
葉
は
、

も
と
も
と
は
行
政
学
の
用
語

で
、
ア
メ
リ
カ
の
政
治
学
者
が

「
地
域
住
民
と
自
治
体
職
員
が

協
力
し
て
自
治
体
政
府
の
役
割

を
果
た
し
て
い
く
」
と
い
う
概

念
を
表
す
言
葉
と
し
て
造
語
し

た

C
oproduction

（co
”

“

「
共
に
」、production

「
つ
く

る
」）
が
語
源
で
あ
り
、
そ
れ

を
日
本
語
に
置
き
換
え
て
“
協

働
”
と
い
う
言
葉
を
当
て
は
め

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

意
味
は
、
同
じ
目
的
の
た
め
に

協
力
し
て
働
く
、
行
動
す
る
と

い
う
こ
と
で
す
が
、
ま
ち
づ
く

り
に
お
け
る
協
働
（
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
）
と
は
、
市
民
と
行

政
が
相
互
の
理
解
と
信
頼
の
下

に
目
的
を
共
有
し
、
連
携
・
協

力
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
地
域
の

公
共
的
な
課
題
の
解
決
を
目
指

そ
う
と
い
う
考
え
方
の
こ
と
で

す
。近

年
、
こ
れ
ま
で
国
が
行
っ

て
き
た
さ
ま
ざ
ま
な
事
務
や
権

限
が
地
方
へ
と
移
譲
さ
れ
、
自

市民の皆さんと協働のまちづくりを進めるに当たり、市民参加の基本ル
ールを策定するための「市民委員」を募集します。
※応募に当たっては専門的知識や資格は一切問いません。皆さんのご応募
をお待ちしています。
○定　員　４人
○対　象　20歳以上の市内在住・在勤者
○任　期　委嘱の日から条例公布の日まで
○開催日　月１～２回程度（予定）
○応募方法　指定の申請書（担当窓口および市ホームページhttp//:www.
city zama.kanagawa.jp/にて配布）に必要事項を記入の上、「分権時代
の市民と行政のあり方」と題した小論文（800字以内）を添え、８月15日
（月）までに直接持参または郵送、ファクス、電子メールで担当へ
担　当 協働まちづくり課　�046（252）8237 �046（255）3550

電子メール　konwakai ＠city.zama.kanagawa.jp

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
知
恵
と
力
を
出
し
合
っ
て

「
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
る
た
め
に
、
今
年
４
月
に
「
協
働
ま
ち
づ

く
り
課
」
を
新
設
し
ま
し
た
。
今
回
は
、「
協
働
」
の
言
葉
の
意
味

や
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
必
要
性
の
ほ
か
、
皆
さ
ん
と
行
政
が

よ
り
良
い
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
築
く
た
め
の
「
市
民
参
加
の
ル
ー

ル
づ
く
り
」
を
進
め
る
こ
と
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

担
当

協
働
ま
ち
づ
く
り
課

�
０
４
６（
２
５
２
）
８
２
３
７
　
�
０
４
６（
２
５
５
）
３
５
５
０

治
体
と
し
て
自
主
的
な
ま
ち
づ

く
り
が
可
能
と
な
る
一
方
、
各

自
治
体
が
自
ら
の
決
定
と
責
任

で
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と

が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

市民参加まちづくり条例策定懇話会委員募集

これまでのまちづくり�

行政主体のまちづくり�

新しいまちづくり�

協働のまちづくり�

・地方分権の推進�
・厳しい経済情勢�
・情報化社会�
・市民ニーズの多様化・
高度化�
・市民活動の活性化�

社会や人々の変化�

指
す
た
め
、
新
た
な
柱
と
な
る

行
政
改
革
の
施
策
が
必
要
で
あ

り
、
座
間
市
第
四
次
行
政
改
革

大
綱
を
策
定
す
る
に
至
り
ま
し

た
。

行
政
の
透
明
性
を
一
層
図
る

こ
と
に
よ
り
、
市
民
の
行
政
に

対
す
る
関
心
を
高
め
、
市
民
と

の
信
頼
関
係
を
増
進
し
、
市
民

が
身
近
に
感
じ
る
行
政
の
実
現

を
目
指
し
ま
す
。

公
共
的
サ
ー
ビ
ス
を
市
民
自

ら
担
う
意
識
の
高
ま
り
を
推
進

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
市
民
や
各
種

団
体
の
参
加
に
よ
る
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

個
性
と
活
力
に
満
た
さ
れ
た

地
域
社
会
を
形
成
し
て
い
く
た

め
、
絶
え
ず
費
用
対
効
果
を
基

本
と
し
て
コ
ス
ト
主
義
に
徹

し
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・

ビ
ル
ド
を
基
本
と
し
て
見
直

し
、
限
ら
れ
た
財
源
の
効
率

的
・
効
果
的
な
活
用
を
も
っ

て
、
的
確
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

展
開
を
図
る
と
と
も
に
、
そ
の

結
果
を
公
表
し
市
民
に
信
頼
さ

れ
る
効
率
的
な
行
財
政
運
営
を

目
指
し
ま
す
。

①
市
民
に
積
極
的
な
情
報
提
供

・
各
担
当
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
充
実

・
職
員
が
地
域
に
出
向
く
「
出

前
講
座
」
の
推
進
な
ど

行
政
の
透
明
化
を
推
進
し
、

市
民
が
身
近
に
感
じ
る
行
政
の

実
現
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
に
、
絶
え
ず
積

極
的
に
広
範
な
行
政
情
報
の
提

供
を
推
進
し
ま
す
。

②
市
民
満
足
度
の
向
上

・
定
期
的
な
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

の
実
施
（
市
民
ニ
ー
ズ
の

把
握
）

・
各
種
相
談
事
業
の
充
実
な
ど

行
政
評
価
を
的
確
に
行
い
、

そ
の
結
果
を
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

な
ど
に
よ
り
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
求
め
、
高
度
化
・
多
様

化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に

把
握
し
、
そ
れ
を
真し

ん

摯し

に
受
け

止
め
、
適
切
に
行
政
サ
ー
ビ
ス

へ
反
映
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市

民
の
満
足
度
の
向
上
を
図
り
ま

す
。

①
市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

・
仮
称
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

条
例
」
の
制
定

・
都
市
景
観
事
業
の
推
進

・
ご
み
減
量
化
と
リ
サ
イ
ク
ル

化
な
ど

【
目
標
効
果
額
＝
二
億
五
千
八

百
万
円
】

こ
れ
か
ら
の
本
市
の
ま
ち
づ

く
り
に
関
し
、
地
域
の
活
性
化

を
図
る
た
め
に
も
今
ま
で
以
上

に
市
政
へ
の
市
民
理
解
と
参
加

が
重
要
で
す
。
市
民
と
行
政
と

の
役
割
分
担
を
明
確
に
し
な
が

ら
、
市
民
な
ら
び
に
市
民
団
体

を
は
じ
め
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
企
業
な
ど

の
多
様
な
主
体
が
提
供
す
る
多

元
的
仕
組
み
の
構
築
を
図
り
、

市
民
の
積
極
的
参
加
に
よ
る
活

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま

座
間
市
行
政
改
革
大
綱
と
は
、
市
に
お
け
る
地
方
分
権
時
代

の
行
政
改
革
の
進
む
べ
き
方
向
性
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
も
の

で
す
。
市
で
は
、
平
成
十
三
年
度
か
ら
推
進
し
て
き
た
第
三
次

座
間
市
行
政
改
革
大
綱
の
後
を
受
け
、
第
四
次
座
間
市
行
政
改

革
大
綱
を
本
年
度
中
に
策
定
し
ま
す
。

今
回
は
、
第
四
次
座
間
市
行
政
改
革
大
綱
の
素
案
の
全
文
を
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
市
で
は
こ
の
素
案
を
、
近
日
中
に
学
識
経
験
者
な
ど

か
ら
構
成
さ
れ
る
座
間
市
行
政
改
革
審
議
会
に
諮
問
し
、
審
議

を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

担
当

行
政
改
革
推
進
課

�
０
４
６（
２
５
２
）８
０
４
４
　
�
０
４
６（
２
５
５
）３
５
５
０

第
四
次
座
間
市
行
政
改
革
大
綱
（
素
案
）

実
施
期
間
　
平
成
十
八
年
四
月
〜
平
成
二
十
三
年
三
月

大綱の素案は、この紙面のほか、市役所１階市民情報コ
ーナー、各出張所、各コミュニティセンター、市公民館、
北・東地区文化センター、青少年センターや市ホームペー
ジでもご覧いただけます。
市では、この素案に対する市民の皆さんの意見や提案を

募集しています。また、行政への改革・改善に関する具体
的な提案なども募集しています。意見や提案は、８月19日
（金）までに担当に直接持参、または郵送、ファクスで送付
してください。前記の各公共機関に「意見・提案用紙」と
封筒を用意しましたのでどうぞご利用ください。電子メー
ルでの受け付けもしていますので、ぜひお気軽に意見や提
案をお寄せください。
お寄せいただいた意見や提案は、大綱策定の貴重な資料

とさせていただきます。なお、意見に対する回答は、大綱
の完成公表をもって回答とさせていただきます。
【あて先】〒228-8566 座間市企画財政部行政改革推進課
電子メール　kaikaku@city.zama.kanagawa .jp

第四次座間市行政改革大綱（素案）
に対するご意見・ご提案をお寄せください。

し
か
し
、
厳
し
い
経
済
情
勢

や
情
報
化
社
会
の
進
展
、
市
民

ニ
ー
ズ
の
多
様
化
・
高
度
化
な

ど
を
背
景
に
、
こ
れ
ま
で
の
行

政
主
導
の
ま
ち
づ
く
り
で
は
、

地
域
特
性
に
合
っ
た
個
性
豊
か

な
ま
ち
づ
く
り
は
困
難
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
そ
こ
に

暮
ら
す
人
々
が
本
当
に
望
ん
で

い
る
「
ま
ち
」
を
作
っ
て
い
く

た
め
に
は
、
市
民
参
加
に
よ
る

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
が
ど
う
し

て
も
必
要
と
な
っ
て
い
る
の
で

す
（
上
図
参
照
）。

こ
れ
ま
で
も
自
治
会
活
動
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
、
多

く
の
活
動
を
通
じ
て
市
民
の
皆

さ
ん
と
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
つ
い
て
、

皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
市
政
に

反
映
さ
せ
る
よ
う
努
め
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の

基
本
と
な
る
市
民
参
加
や
協
働

に
つ
い
て
の
ル
ー
ル
を
体
系
的

に
規
定
し
た
も
の
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
直
接
参
加
し
て
い
た
だ

き
、
皆
さ
ん
の
意
見
や
ニ
ー
ズ

が
反
映
で
き
る
よ
う
な
ま
ち
づ

く
り
に
向
け
、
新
た
な
ル
ー
ル

づ
く
り
の
た
め
の
「
市
民
参
加

ま
ち
づ
く
り
条
例
策
定
懇
話

会
」
を
発
足
し
ま
す
。
同
懇
話

会
で
は
今
後
２
年
以
内
を
目
標

に
、
市
民
と
行
政
と
の
基
本
ル

ー
ル
の
研
究
・
検
討
、
さ
ら
に

は
そ
の
ル
ー
ル
を
条
例
と
い
う

形
で
定
め
る
た
め
の
骨
子
案
策

定
・
提
言
を
行
い
ま
す
。
今

回
、
こ
の
条
例
を
策
定
す
る
に

あ
た
り
、
市
民
委
員
を
下
記
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。
奮
っ
て

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

市
政
の
現
況

第
四
次
行
政
改
革

大
綱
の
基
本
姿
勢

新
た
な
課
題
に

向
け
て

市
民
が
身
近
に

感
じ
る
行
政
の
実
現

1

市
民
と
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
の
推
進

2

市
民
に
信
頼
さ
れ
る

効
率
的
な
行
財
政

運
営
の
推
進

3

市
民
が
身
近
に

感
じ
る
行
政
の
実
現

1

市
民
と
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
の
推
進

2

協
働
と
は

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

の
必
要
性

市
民
参
加
の
基
本
ル
ー
ル

の
策
定
を
目
指
し
て

市
民
参
加
の
ル
ー
ル
づ
く
り
を
目
指
し
て

市
民
参
加
の
ル
ー
ル
づ
く
り
を
目
指
し
て 

市
民
参
加
の
ル
ー
ル
づ
く
り
を
目
指
し
て

市
民
参
加
の
ル
ー
ル
づ
く
り
を
目
指
し
て 

市
民
参
加
の
ル
ー
ル
づ
く
り
を
目
指
し
て 

〜
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
」
が
ス
タ
ー
ト
！�

行
政
改
革
の
推
進
に
向
け
て

基
本
方
針

重
点
項
目
〔
合
計
目
標
効
果
額
＝
十
八
億
九
千
万
円
〕

進
め
ま
す
！

進
め
ま
す
！�

　  
行
政
改
革

行
政
改
革�
進
め
ま
す
！

進
め
ま
す
！�

　  
行
政
改
革

行
政
改
革�
進
め
ま
す
！

進
め
ま
す
！�

　  
行
政
改
革

行
政
改
革�
進
め
ま
す
！�

　  
行
政
改
革�

第
四
次
座
間
市
行
政
改
革

第
四
次
座
間
市
行
政
改
革 

大
綱
の
素
案
に
ご
意
見
を

大
綱
の
素
案
に
ご
意
見
を 

第
四
次
座
間
市
行
政
改
革 

大
綱
の
素
案
に
ご
意
見
を 

こ
の
行
政
改
革
大
綱
は
、
本

市
に
お
け
る
行
政
改
革
の
進
む

べ
き
方
向
性
と
そ
の
実
現
に
向

け
た
考
え
方
を
明
ら
か
に
し
た

も
の
で
あ
り
、
今
後
は
市
議
会

を
は
じ
め
、
広
く
市
民
の
理
解

と
協
力
の
下
、
大
綱
に
基
づ
き

行
政
改
革
の
着
実
な
推
進
に
取

り
組
み
ま
す
。

行
政
改
革
を
着
実
に
実
現
す

る
た
め
に
、
こ
の
大
綱
に
基
づ

い
た
具
体
的
な
推
進
に
向
け
て

の
実
行
計
画
を
策
定
し
、
平
成

二
十
二
年
度
ま
で
毎
年
ロ
ー
リ

ン
グ
方
式
に
よ
る
見
直
し
を
行

い
ま
す
。

大
綱
お
よ
び
実
行
計
画
に
基

づ
く
行
政
改
革
を
着
実
に
推
進

す
る
た
め
、
行
政
改
革
の
進
ち

ょ
く
状
況
に
つ
い
て
は
、
学
識

経
験
者
な
ど
で
構
成
す
る
「
座

間
市
行
政
改
革
審
議
会
」
に
報

告
す
る
と
と
も
に
、
広
報
ざ
ま

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
通

じ
て
市
民
に
公
表
し
ま
す
。

行
政
改
革
を
着
実
に
推
進
す

る
た
め
、
市
長
を
本
部
長
と
す

る
「
行
政
改
革
推
進
本
部
」
の

下
部
組
織
で
あ
る
「
改
革
改
善

検
討
委
員
会
」
に
お
い
て
、
効

果
的
な
進
行
管
理
を
行
い
ま

す
。主
要
な
課
題
に
つ
い
て
は
、

全
庁
的
な
対
応
を
図
り
、
さ
ら

に
執
行
は
庁
内
組
織
を
横
断
し

た
「
専
門
部
会
」
で
検
討
し
ま

す
。
ま
た
、
各
部
局
な
ど
に
行

政
改
革
総
括
推
進
リ
ー
ダ
ー
を

配
置
す
る
と
と
も
に
、
各
課
な

ど
に
行
政
改
革
推
進
責
任
者
、

推
進
員
を
選
任
し
、
全
庁
を
挙

げ
て
行
政
改
革
の
推
進
に
取
り

組
み
ま
す
。

本
市
は
、
社
会
経
済
の
大
き

な
流
動
の
中
で
二
十
一
世
紀
を

迎
え
、
地
方
分
権
推
進
の
基
本

理
念
で
あ
る
「
個
性
豊
か
で
活

力
に
満
ち
た
地
域
社
会
」
と

「
第
三
次
座
間
市
総
合
計
画
」

の
将
来
像
で
あ
る
「
み
な
ぎ
る

活
力
と
や
す
ら
ぎ
が
調
和
す
る

と
き
め
き
の
ま
ち
」
の
実
現
の

た
め
、
平
成
十
三
年
二
月
に

「
第
三
次
行
政
改
革
大
綱
（
平

成
十
三
年
度
〜
平
成
十
七
年

度
）」
を
策
定
し
、「
将
来
を
展

望
し
た
地
方
分
権
型
の
行
財
政

運
営
の
推
進
」「
市
民
と
協
力

し
て
進
め
る
市
政
の
確
立
」

「
簡
素
で
効
率
的
な
行
財
政
シ

ス
テ
ム
の
再
構
築
」
の
三
つ
の

基
本
方
針
を
定
め
ま
し
た
。
平

成
十
四
年
度
に
は
、
評
価
と
計

画
、
予
算
と
が
連
動
し
た
「
行

政
評
価
シ
ス
テ
ム
」を
導
入
し
、

自
己
決
定
と
自
己
責
任
の
原
則

の
下
、「
身
近
な
行
政
サ
ー
ビ

ス
は
市
民
に
身
近
な
行
政
が
提

供
す
る
」
と
い
う
地
方
分
権
の

趣
旨
に
即
し
た
行
政
改
革
の
推

進
に
向
け
、
職
員
一
丸
と
な
り

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
平
成
十
六
年
度

ま
で
の
四
年
間
に
三
百
四
十
八

件
の
改
革
改
善
項
目
に
つ
い
て

計
画
的
に
取
り
組
み
、
約
十
三

億
六
千
万
円
の
効
果
額
と
い
う

一
定
の
成
果
を
挙
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

第
三
次
行
政
改
革
の
大
綱
の

最
終
年
度
で
あ
る
平
成
十
七
年

度
に
つ
い
て
も
現
在
、
積
極
的

に
行
政
改
革
推
進
に
向
け
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

実
行
計
画
の
策
定

1

進
ち
ょ
く
状
況
の

報
告
と
公
表

2

庁
内
推
進
体
制

3

一般行政職�

消 防 �

技 能 職 �

企 業 �

職員総数�

平成７年度�

627�

140�

147�

45�

959

平成17年度�

591�

145�

127�

33�

896

比較�

△36�

5�

△20�

△12�

△63

（人）

す
。

①
財
政
基
盤
の
安
定
・
強
化

・
市
債
務
の
償
還
計
画
の
策
定

・
市
税
等
収
納
向
上
の
推
進

・
市
単
独
事
業
を
中
心
と
し
た

扶
助
費
の
精
査
お
よ
び
適

正
化

・
経
常
的
経
費
の
削
減
な
ど

【
目
標
効
果
額
＝
十
二
億
千
六

百
万
円
】

地
方
税
の
徴
収
率
向
上
、
そ

の
他
収
入
の
収
納
率
の
向
上
、

さ
ら
に
受
益
者
負
担
の
適
正
化

の
推
進
に
よ
り
、
自
主
財
源
の

確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
財

源
の
効
率
的
・
重
点
的
な
配
分

に
努
め
、
事
業
執
行
は
費
用
対

効
果
の
検
証
徹
底
を
図
る
な
ど

経
営
的
感
覚
と
と
も
に
、
民
間

活
力
の
有
効
利
用
を
一
層
推
進

し
、
弾
力
性
の
あ
る
効
率
的
な

行
財
政
運
営
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
計
画
性
、
透
明
性
の

高
い
企
業
経
営
を
推
進
す
る
た

め
、
中
期
経
営
計
画
の
策
定
、

業
績
評
価
の
実
施
、
積
極
的
な

情
報
提
供
に
も
努
め
ま
す
。

②
明
日
を
担
う
職
員
の
育
成
と

定
員
管
理
・
給
与
制
度
の
適

正
化

・
定
員
管
理
計
画
の
策
定

・
地
方
分
権
時
代
に
対
応
で
き

る
研
修
お
よ
び
人
材
育
成

の
推
進
な
ど

【
目
標
効
果
額
＝
四
億
千
六
百

万
円
】

職
員
の
政
策
形
成
能
力
を
高

め
る
た
め
、
経
営
感
覚
を
持
っ

た
総
合
的
な
人
材
育
成
を
推
進

し
ま
す
。
職
場
に
お
け
る
業
務

の
効
率
性
を
絶
え
ず
追
求
し
、

よ
り
適
正
配
置
を
行
い
退
職
者

推
計
も
含
め
た
職
員
採
用
適
正

化
計
画
の
策
定
を
い
た
し
ま

す
。
ま
た
、
給
与
、
定
員
状
況

も
公
表
し
、
市
民
理
解
を
求
め

て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
に
信
頼
さ
れ
る

効
率
的
な
行
財
政

運
営
の
推
進

3

第
三
次
行
政
改
革

大
綱
の
歩
み
と
成
果

人 口 �

�

高 齢 化 率 �

平成17年�
（６月１日）�

128,958人�

�

14.2％�

平成22年�
（推計）�

139,000人�

�

17.8％�

比較�

10,042人�

�

3.6％�

実
行
計
画
の
策
定
と
進
行
管
理
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県および県統計協会では、国勢調
査の目的などを市民の皆さんに理解
していただくため、講演会を開催し
ます。
○と　き　８月30日（火）午後２時
～４時

○ところ　ハーモニーホール座間
（市民文化会館）小ホール
○内　容　国勢調査の意義と調査を
取り巻く状況

○講　師　法政大学日本統計研究所
所長　森博美さん

○定　員　200人（先着順）
○申込方法　８月16日（火）までに
電話・ファクス・電子メール（住
所、氏名、電話番号、会場名を明
記）で申込先へ

○申込・問い合わせ先　県統計課�
045（210）3213 �045（210）8823 電
子メールtokei@pref.kanagawa.jpへ

担当 政策課
�046（252）8379 �046（255）3550

市では地球温暖化を防ぐため、二
酸化炭素の排出量削減と省エネルギ
ー化に取り組んでいます。その一環
として、市施設内の冷房の温度を28
度に設定し、職員の服装をノーネク
タイにするなど軽装にしました。皆
さんのご理解をお願いします。
担当 職員課
�046（252）7911 �046（252）7492

市内32カ所に設置している防災行
政無線拡声子局の音声到達地域の実
態調査を、下記の日程で１日４カ所
ずつ実施します。調査実施の際は、
試験放送が流れますので、拡声子局
周辺の皆さんのご理解とご協力をお
願いします。
○と　き　８月１日（月）～15日
（月）午前９時30分～午後４時
※各拡声子局の場所や調査実施日な
ど詳しくは、担当にお問い合わせく
ださい。
担当 安全対策課
�046（252）7395 �046（252）7773

男女共同参画社会の実現を目指し
て、平成18年３月12日（日）に開催
する「あくしゅフォーラム」の運営
などに携わっていただく実行委員
（ボランティア）を募集します。
○活動内容　同フォーラムの内容の
検討や運営、管理など（開催まで
に会議や作業などで10回程度集ま
る予定）

○応募資格　市内在住者
○応募方法　８月10日（水）までに
直接・電話・ファクスで担当へ

担当 市民人権課

�046（252）8483 �046（255）3550

市消防本部では、市防火安全協会
と共催で防災講演会を開催します。
○と　き　８月24日（水）午後２時
開演

○ところ　ハーモニーホール座間
（市民文化会館）小ホール
○内　容　阪神・淡路大震災、新潟
県中越地震における活動について

○定　員　350人（先着順）
○入場料　無料
○申込方法　８月17日（水）までに
電話で担当へ

担当 消防本部予防課
�046（256）2213 �046（256）2215

市では下記の日程で、児童扶養手
当・特別児童扶養手当の受給者の現
況届を受け付けます。これは、母子
家庭（父親が重度障害者の場合を含
む）の世帯や養育者の世帯、障害児
のいる世帯などを対象に、手当を継
続して受けられるかを審査するもの
です。手続きをしないと、以後の手
当が受けられなくなります。
必ず受給者本人が、既に送付済み

の通知書をお持ちの上、期間中に手
続きしてください。なお、手続き方
法についても、事前に通知書で確認
してください。
○と　き　８月１日（月）～31日
（水）午前８時30分～午後５時
※８月７日（日）、27日（土）午前
８時30分～正午および８月23日（火）
午後５時30分～８時は受け付けを実
施します。
○ところ　市役所１階子育て支援課
○持ち物　通知書、印、手当証書
担当 子育て支援課
�046（252）7201 �046（252）7043

【児童扶養手当】
○対　象　両親の離婚や父親の死亡
などによって、父親と生計を同じ
くしていない18歳未満の児童を養
育している母子家庭など

○申込方法　直接担当へ
【特別児童扶養手当】
○対　象　知的障害または身体障害
の状態にある児童を養育している
父母など

○申込方法　直接担当へ
※いずれも支給要件・所得制限あり。
担当 子育て支援課
�046（252）7201 �046（252）7043

市介護手当受給者でおむつを使用
している方に、おむつ購入費用の一
部として商品券を配布します。
○対　象　７月１日現在、市重度心
身障害児者介護手当受給者

○申込方法　８月31日（水）までに
電話で担当へ

担当 市社会福祉協議会
�046（266）2001 �046（266）2009

○と　き　10月31日（月）
○対　象　次のいずれかに該当す
る方①平成18年３月31日までに15
歳以上になる就学義務猶予免除
者または就学義務免除者であっ
た方②平成18年３月31日までに15
歳になる方でやむを得ない事由
があると文部科学大臣が認めた
方③平成18年３月31日までに15歳
以上になる日本国籍を有さない
方④平成18年３月31日までに16歳
以上になる方（①および③に該当
する方は除く）

○受付期間　８月22日（月）～９月
９日（金）

○問い合わせ先　県教育委員会子
ども教育支援課企画指導班�045
（210）8223
担当 学校教育課
�046（252）8739 �046（252）4311

市民大学の次のコースの受講生
を追加募集します。１校につき１
講座のみ受講可能です。
【相模女子大学コース】
▽日本をとりまく国際情勢（先着10
人募集）＝９月12日（月）～10月13
日（木）のうちの月曜・木曜日午
後７時～８時30分（全８回）
【女子美術大学コース】
▽伝説の巨匠でたどるギリシア絵
画の魅力（先着10人募集）＝９月29
日～平成18年１月26日のうちの木曜
日午後１時20分～２時50分（全８回）
▽ランドスケープ･デザインの歩み
（先着30人募集）＝10月３日、17日、
24日いずれも月曜日午後３時30分～
５時（全３回）
※申込方法など詳しくは、担当に
お問い合わせください。
担当 生涯学習推進課
�046（252）8472 �046（252）4311

郷土の画家である故小清水金司
氏の作品を、月替わりで来年３月
まで展示します。どうぞご覧くだ
さい。
○ところ　市役所１階市民ホール
○入　場　自由
担当 生涯学習推進課
�046（252）8476 �046（252）4311

市青少年問題協議会では、日常
生活の体験を基に、その意見を発
表し広く市民に訴えることにより、
中学生への理解を深めてもらうこ
とを目的とした「中学生の主張作
文」を募集します。
○応募資格　市内在住の中学生（市
外中学校の在学生も可）

○課　題　①私たちと環境保護②
命を考える③私が社会や他人の
ためにできること④私の学校生
活⑤私と家族⑥私が大人に望む
こと⑦私の人生への夢

○応募方法　課題のうち１題を選

んで400字詰め原稿用紙４枚程度
にまとめ、９月８日（木）（当日
消印有効）までに〒228-0023立野
台１－１－４青少年センター内青
少年課あて郵送または持参

担当 青少年課
�046（253）8415 �046（259）2163

▼ひばりが丘南児童館＝13日・27日
午後２時30分～３時30分▼小松原１
丁目児童遊園地＝11日・25日午前10
時30分～11時30分▼ＮＴＴ栗原社
宅＝10日・24日午前10時30分～11時
30分▼東原共同住宅＝４日・18日午
前10時30分～11時30分▼相模が丘４
丁目多目的広場＝５日・19日午前10
時30分～11時30分
※雨天の場合は巡回を中止します。
担当 図書館
�046（255）1211 �046（252）5704

▽市県民税（第２期）▽国民健康保
険税（第３期）
※最寄りの市指定金融機関、郵便局、
市役所または各出張所で納めてくだ
さい。使用料などもお忘れなく。

○と　き　８月28日（日）①午後２
時～３時10分②午後３時30分～４
時30分③午後４時40分～５時30分

○ところ　ハーモニーホール座間
（市民文化会館）小ホール
○内　容　市内演劇団体の演劇①ざ
ま座「夢の国を取り返せ」②アス
カ雲「DorA」③ARROW「かく
だての母～チヨ子DEサンバ」

○入場料　無料
○申込方法　当日直接会場へ
担当 生涯学習推進課
�046（252）8476 �046（252）4311

○と　き　９月14日～10月19日の毎
週水曜日午後７時～９時30分（全
６回）

○ところ　ハーモニーホール座間
（市民文化会館）２階中会議室
○内　容　「脚本とはなにか」「脚
本を書いてみる」ほか

○講　師　脚本家・演劇教育指導者
かめおかゆみこさん

○対　象　高校生～成人
※全６回出席できる方

○定　員　20人（先着順）
○参加費　無料
○申込方法　８月31日（水）までに
電話・ファクスで担当へ

担当 生涯学習推進課
�046（252）8476 �046（252）4311

○と　き　８月24日（水）午後２時
30分～４時30分

○内　容　牛乳パックを再利用し
て、手作りの紙すきはがきを作る

○対　象　小学生とその保護者
○定　員　25人程度
○参加費　無料
○持ち物　手ふき用タオル
○申込方法　８月17日（水）までに
電話で担当へ

担当 もくせい園
�046（253）0804 �046（254）7717

○と　き　８月28日、９月４日（予
備日９月11日）いずれも日曜日午
前９時～

○ところ　ひまわり公園テニスコー
トほか

○種　目　一般男子・女子、男子45
歳以上ダブルストーナメント

○対　象　市内在住・在勤・在学者
および市テニス協会員

○参加費　一組1500円
○申込方法　８月13日（土）までに
直接または郵送（当日必着）でテ
ニス協会事務局（ファーストテニ
スコート内）〒228-0003ひばりが
丘２－８－12�046（256）3891へ

担当 スポーツ課
�046（252）8177 �046（252）4311

◆さわってみようパソコン
○と　き　８月23日（火）、25日
（木）午前９時30分～午後０時30
分（全２回）

○内　容　文字入力を学びインター
ネットやメールなどを体験する

○対　象　パソコン初心者
○定　員　16人（多数抽選）
○持ち物　筆記用具
○申込方法　８月10日（水）までに直
接・電話・ファクスで同館へ

◆幼児を持つ母親学級～健やかに楽
しくみんなで子育てするために

○と　き　①９月９日②16日③22日
④30日⑤10月７日⑥14日⑦21日⑧
11月４日⑨11日⑩18日いずれも金
曜日（③のみ木曜日）午前10時～
正午（全10回）

○内　容　①開講式②親と子伝え合
う心③笑顔で子育て④子育ての輪
⑤家庭の防災⑥⑦子育てを応援し
あう社会に⑧親子で遊ぼう⑨子育
ても自分育ても⑩閉講式

○講　師　メロディーファーム、ア
クティブママ、R.E.Learning、心の
笑顔サポートセンターの皆さん

○対　象　幼児を持つ方
○定　員　30人（先着順）
○参加費　無料
○保　育　あり（一人につき、おや
つ代10回分500円）

○申込方法　８月25日（木）までに
電話・ファクスで同センターへ

◆いちにち子どもランド
○と　き　８月28日（日）午前10時
～午後３時

○内　容　人形劇、おはなし会、工
作、お菓子作り、模擬店などで１
日楽しく過ごす

○入　場　自由（幼児は保護者同伴）
◆夏休み宿題応援隊
小・中学生を対象に、学習室を開

放します。「夏休み宿題応援隊」学習
ボランティアが、夏休みの宿題や自
由研究などのアドバイスをします。
○と　き　８月23日（火）～30日

催     し�催     し�

（火）※土曜～月曜日を除く
○対　象　小・中学生
○内　容　習字・工作教室、パソコ
ンの操作体験、学習相談など

○参加方法　当日直接会場へ

◆あすなろ大学公開講座５
○と　き　８月５日（金）午後１時
30分～４時

○内　容　あすなろ大学生による戦
争時代の体験談「くらしの視点で
見た昭和」

○定　員　100人（先着順）
○参加方法　当日直接会場へ
◆あすなろ大学公開講座６
○と　き　８月12日（金）午後１時
30分～３時30分

○内　容　あすなろ大学生による研
究発表「神奈川の基地」、市渉外
課による講座「基地問題と座間市」

○定　員　100人（先着順）
○参加方法　当日直接会場へ

◆夏休み工作教室
○と　き　８月26日（金）午前10時
～正午

○内　容　木で知恵の輪を作る
○対　象　小学生
○定　員　30人（先着順）
○持ち物　申込時にお知らせ
○申込方法　８月３日（水）午前９
時以降に直接・電話で同館へ

◇譲ります
五月人形、こいのぼり、ディスプレ
ー、こたつ、洗濯機、洗濯機と乾燥
機、食器洗い機、長机２台、トラン
ク、犬小屋、子ども用マウンテンバ
イク、ワープロ、ベビースケール、布
団乾燥機、オイルヒーター、シング
ルベッド、中国シルク段通

だんつう

マット、
編み機、冷蔵庫、健康器具、ルームラ
ンナー、テント、圧力なべ、折り畳
み式簡易ベッド、大和東高校制服、デ
スクトップパソコン、ベビーシート
◇希望します
自転車、ギター、二段ベッド、ノー
トパソコン、子ども用自転車、掃除
機、学習いす、プリンター、１歳児
用洋服、キーボード、食器棚、こた
つ、栗原中学校制服、テレビ、和装
用ボディ、ミシン、三輪車、手織り
機、オーブン、オーブンレンジ、ベ
ビーカーＡ型・Ｂ型・ＡＢ型、籐

とう

製
のベビーカー、足踏みミシン、バギ
ーボード、デスクマット、エレクト
ーン、アイロン、DVDレコーダー、
釣り具、和装用こて、ジュニアシー
ト、健康器具、電子レンジ、ベビー
ゲート、ベビーサークル、一輪車、
ベビーベッド、補聴器、電話（子機
付き）

◇市社会福祉協議会へ
▽20万円＝(株)赤原製作所▽ポータ
ブルトイレ＝入谷・梅原まち子▽
洗剤５箱＝明治神宮崇敬会座間支
部女性部▽2290円＝ちびっこハウス
▽２万円＝マザーズクラブ▽10万

案     内�案     内�

円＝緑ケ丘・若杉秀樹▽介護ベッ
ド＝南栗原・加藤修▽43112円、使
用済み切手＝ひばり会▽マッサージ
チェア＝相武台・稲垣高尚▽5190
円＝スペースＧ募金箱▽8252円＝相
模健康センター募金箱
◇地域福祉ふれあい基金へ
▽５万円＝フレンドフラワーズ
◇健康文化都市宣言フェスタ2005来
場者プレゼントなどとして

▽まゆ人形1000個＝栗原中央・鈴野
好子

○若者の仕事探し、応援します！
▽内容＝就職に関する相談、情報提
供、セミナー・体験研修の開催▽対
象＝就職を望む34歳以下の方▽と
き＝月曜～金曜日午前８時30分～午
後６時（祝日・年末年始を除く）▽
連絡先＝かながわ若者就職支援セン
ター�045（410）3357
○石綿による健康障害予防規則
主に建材として使用された石綿を

原因とする健康障害の発生が懸念さ
れることから、新たに石綿障害予防
規則が７月１日から施行されまし
た。同規則により、建物の解体事業
者だけでなく、建物の所有者・管理
者に対しても、石綿の点検や除去な
どが義務付けられました▽問い合わ
せ先＝神奈川労働局労働衛生課�
045（211）7353
○北里大学病院　膝

ひざ

教室
▽とき＝８月11日（木）午後６時～
７時30分▽ところ＝相模原南市民ホ
ール▽内容＝膝に痛みがある方を対
象に、予防法と対策を講演▽入場＝
無料▽参加方法＝当日直接会場へ▽
連絡先＝同病院リハビリテーション
センター部�042（778）9872（須田）
○神奈川セントラルケアセンター
納涼祭ボランティア募集

▽業務内容＝８月20日（土）午前９
時30分～午後４時に、同センターに
おいて開催する納涼祭で調理・模擬
店販売を担当（参加時間は応相談）

区　分� と　　　き� と　こ　ろ�

８月の相談日 

高年齢者職業�

駐留軍離職者�

青　少　年�

教　　　　育�

結　　　　婚�

法　　　　律�

交　通　事　故�
不　動　産�
（取引・契約）�

市　　　　民�

行　　　　政�
（国に対する要望）�

消　費　生　活�

行　政　書　士�
（相続・遺言）�

母　子　生　活�

児　童　相　談�

担当　広聴相談課 　０４６（２５２）８２１８�

�０４６（２５２）８４９０�
（電話相談も可）�

毎週月曜～金曜日　午前９時～午後４時30分�

毎月第４木曜日　午後１時30分～４時30分�

毎月第３火曜日　午後１時30分～４時30分�

毎月第２・第３木曜日　午後１時30分～４�
時30分（予約制（電話可）。１日午前８時�
30分から今月分を受け付け）�

毎月第２・第３・第４火曜日　午後６時30分�
～９時　第２・第３水曜日　午後１時30分～�
４時30分（予約制（電話可）。�
１日午前８時30分から今月分を受け付け）�

毎週月曜～金曜日　午前９時30分～正午と午後１�
時～３時30分（第２水曜日は午後のみ）�

25日�

毎月第３木曜日　午前９時～正午�

毎月第３木曜日　午前９時～午後３時�

毎月第３木曜日　午前10時～午後３時�

毎週月曜～金曜日　午前10時～午後４時�

毎週月曜・水曜・金曜日　午前９時～午後５時�

毎週月曜～金曜日　午前９時～午後４時�

毎週月曜～金曜日�
午前９時30分～11時30分と午後１時～３時30分�
毎週月曜～金曜日　午前９時～午後４時�

18日�

毎月第１～第４土曜日（祝日は除く）�
午前９時～午後３時�

人　　　　権�

ドメスティック�
バイオレンス�

毎月第２火曜日　午前９時～正午�９日�

16日�

11・�
18日�

９・�
10・�
16・�
17・�
23日�

６・�
13・�
20・�
27日�

18日�

18日�

３階相談室�
法律相談と行政書士相�
談は、いずれも定員に�
なり次第、締め切りま�
す。�

４階第１会議室�

ふれあい会館２階ほか�

１階子育て支援課内�

青少年センター１階�
青少年相談室�

市役所５階�
教育研究所�

総合福祉センター�

３階相談室�

担当　市社会福祉協議会 　０４６（２６６）１２９４�

担当　市民人権課 　０４６（２５２）８０８７�

担当　教育研究所 　０４６（２５９）２１６４�

担当　青少年相談室 　０４６（２５６）０９０７�

担当　子育て支援課 　０４６（２５２）７２０１�

０４６（２５５）０５００�
（電話相談も可）�

担当　商工観光課 　０４６（２５２）７６０４�

担当　長寿介護課 　０４６（２５２）７１２７�

▽募集人数＝20人程度▽申込方法＝
８月15日（月）までに、電話・ファ
クスで同センター�046（298）2277�
046（298）2276（北川）へ
○NPOで働いてみませんか？
訪問介護員募集

▽応募資格＝２級ヘルパー資格所持
者▽業務内容＝高齢者・障害者宅を
訪問介護▽賃金＝時給1000円～▽申
込方法＝電話・ファクスでNPO法
人座間たすけあいワーカーズ風�
046（253）5529�046（253）0348へ
○和太鼓勇

いさ

舞
ま

７周年記念コンサート
▽とき＝８月６日（土）午後３時～
４時30分▽ところ＝相模原南市民ホ
ール▽定員＝先着400人▽入場料＝
1000円（全席自由）▽申込方法＝電
話で�046（251）5174（小林）へ
○夏の山野草展
▽とき＝８月６日（土）、７日（日）
午前10時～午後４時▽ところ＝県立
座間谷戸山公園パークセンター▽内
容＝山野草の展示など▽入場料＝無
料▽問い合わせ先＝�046（253）6222
（鈴木）
○うたの広場
▽とき＝８月14日（日）午後２時～４
時▽ところ＝サニープレイス座間多
目的室▽内容＝「浜辺の歌」「上を向
いて歩こう」などを歌う▽参加費＝
500円（資料代など）▽申込方法＝電
話で�046（257）7645（伊藤）へ
○パソコン講習会
▽とき＝８月14日、28日、９月11日、
25日、10月９日、23日いずれも日曜
日午後１時～▽ところ＝サニープレ
イス座間▽内容＝基本操作、ワー
ド・エクセル操作などを個別指導▽
対象＝65歳以上の方、視聴覚障害者
※それ以外の方は要相談▽定員＝先
着30人▽申込先＝市社協ボランティ
アセンター�046（266）2002
○おーいみんなおいで！～小さな子
大きな子いっしょにあそぼうよ

▽とき＝８月27日（土）午前10時～
11時30分▽ところ＝サニープレイス
座間３階多目的室▽内容＝紙芝居、
折り紙、オセロ、工作、子育て相談
など▽問い合わせ先＝つくしんぼの
会�046（251）3213（溝呂木）

市施設内の温度と
職員の軽装化にご理解を

防災行政無線音達調査

あくしゅフォーラム実行委員募集

防災講演会

お忘れなく
（特別）児童扶養手当の現況届

母子家庭や障害児のための手当

心身障害児者におむつ購入費用
として商品券を配付

就学義務猶予免除者等の
中学校卒業程度認定試験

市民大学受講生を追加募集

寄贈絵画作品展示

中学生の主張作文募集

移動図書館ひまわり号巡回日程

８月に納めるのは

市民芸術祭演劇公演～夏編～

演劇体験講座～脚本ワークショップ

市総合体育大会～テニス

市公民館
�046（255）3131 �046（252）2776

北地区文化センター
�042（747）3361 �042（747）8542

東地区文化センター
�046（253）0781 �046（253）0789

図書館
�046（255）1211 �046（252）5704

国勢調査に関する特別講演会

もくせい園オープンセミナー
夏休み工作教室



ショパンとその周辺�
○と　き　８月10日（水）午後０時20分～０時40分�

○ところ　市役所１階市民サロン�

○曲　目　ショパンが赤ちゃんだった頃、即興曲第１番op.29、�

　　　　　ノクターン第13番op.48-1�

○演奏者　ピアノ　花光典子さん、尾藤尚美さん�

ころ�

【座間市のお知らせ】�

8.1
広報�

◆平成17年（2005年）８月１日発行�
◆座間市秘書室情報推進課編集�
　〒228-8566　神奈川県座間市緑ケ丘1-1-1�
　　046（255）1111（代）　046（255）3550�
　URL：http://www.city.zama.kanagawa.jp/
　       ：http://www.city.zama.kanagawa.jp/m/
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個人の土地や道路に無断で建築廃材や家電製
品、家庭ごみを捨てていく「不法投棄」が後を
絶ちません。市では、タクシー会社や新聞販売
店と不法投棄を発見した際には通報してもらえ
るよう協定を結んだほか、パトロールの実施や
不法投棄禁止看板の設置など、不法投棄撲滅に向けた各種対策を進めて
います。
不法投棄は、廃棄物の処理および清掃に関する法律第25条で1000万円

以下の罰金などが規定されている「犯罪行為」です。なお、不法投棄を
発見した場合は、すぐに警察に通報するなど、ご協力をお願いします。
担当 清掃課 �046（252）8724 �046（252）7641

静かな住環境を保全するために、特に以下のことには十分に注意して
ください。
○ペットは、無駄にほえたり鳴いたりしないよう、適切なしつけを心掛
けましょう

○車は、ドアの開閉音やカーステレオの音などに気を付け、不要なアイ
ドリングや空吹かしはやめましょう

○洗濯機と掃除機は、深夜や早朝に使用するのはやめましょう
○集合住宅では、イスを引く音やスリッパを履いて歩く音も階下へ響くこ
とがあるので、マットやじゅうたんを敷くなど防音対策をしましょう

担当 環境対策課 �046（252）8214 �046（257）7743

「市民の行動計画」�「市民の行動計画」�
環境問題の解決に・・・�
シ
リ
ー
ズ�

シ
リ
ー
ズ�「市民の行動計画」�

そ�の�16

静かな住環境保全のために

リサイクルプラザでは、粗大
ごみとして各家庭から出された
家具や木工製品などを、簡単な
補修を施してから展示し、希望
者に安価で販売しています（多
数抽選）。皆さんのお越しをお
待ちしています。
【８月分の購入申込を受け付け】
○と　き　▽購入申込＝８月６
日（土）～13日（土）午前９
時～午後４時（13日は正午まで）
▽販売抽選＝８月13日（土）午後１時～
※毎週月曜日（祝日の場合は翌日）は休館します。

○ところ　リサイクルプラザ（東原２－16－10）
○対　象　市内在住・在勤で営利を目的としない方
○申込点数　一人１点まで
※購入した品物は、各自持ち帰りとなります。
担当 リサイクルプラザ �046（252）7963 �046（252）7964

去る７月15日、キャンプ座間
米陸軍第一軍団司令部等移転に
伴う基地強化に反対する座間市
連絡協議会星野会長、曽根・近
藤両副会長は、大野防衛庁長官
および外務省北米局長と直接面
会し、米軍再編に関する日米協
議の進捗状況などを伺ったとこ
ろ、米軍再編の取りまとめにつ
いて９月に中間報告をし、その中間報告以前に、関係自治体には話をし
ていきたいとの考え方を示しました。会長は、キャンプ座間のこれ以上
の強化・恒久化を強いることは絶対に反対であり、その考えの下で協議
を詰めることを改めて要請しました。大野防衛庁長官および外務省北米
局長は、「地元の意向を十分踏まえながら協議をします」と答えました。
担当 キャンプ座間米陸軍第一軍団司令部等移転に伴う

基地強化に反対する座間市連絡協議会事務局（渉外課内）
�046（252）8307 �046（252）0220

〇対　象　平成17年８月１日現在、１歳未満の赤
ちゃん
〇掲載月　９月、10月、11月
〇応募方法　カラー写真の裏面に保護者の住所・
氏名・電話番号、赤ちゃんの氏名（ふりが
な）・生年月日・性別を明記の上、〒228-8566
市役所情報推進課あて郵送または持参（一人１枚）
〇申込期限　８月10日（水）〈当日消印有効〉
※応募者多数の場合は抽選とし、掲載が決定した
方に連絡します。なお、応募いただいた写真は返
却しません。

●●赤ちゃんの写真お待ちしています！●●

防ごう！ 不法投棄�防ごう！ 不法投棄�防ごう！ 不法投棄�

防衛庁長官に米軍再編に関する
日米協議の進捗

ちょく

状況を確認
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